
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
昭
和
の
名
曲
を
本
人
が
歌
う
テ
レ

ビ
番
組
で
し
た
。
そ
の
最
後
の
方
で
新

曲
と
し
て
、〝
さ
だ
ま
さ
し
〟
氏
に
よ

る
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
悲
し
む
歌
が
あ

り
ま
し
た
。
歌
詞
は
正
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

「
な
ぜ
あ
な
た
は
人
を
撃
つ
の
か
。

私
は
人
を
撃
た
な
い
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
花

の
種
を
一
杯
い
れ
戦
車
の
前
に
立
ち
は

だ
か
る
こ
と
は
出
来
る
。
私
は
撃
た
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
私
は
続
く
。
そ
し

て
い
つ
か
花
は
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
だ
ろ
う
」

と
い
う
よ
う
な
詩
で
し
た
。

私
は
撃
た
れ
て
死
ぬ
だ
ろ
う
が
、
そ

れ
で
も（
別
の
）私
が
続
く
と
詩
っ
て
い

ま
す
。
別
の
人
も
私
な
の
で
す
。
こ
の

詩
人
の
目
か
ら
は
私
も
他
の
人
も
同
じ

命
を
紡
ぐ
区
別
の
な
い
も
の
な
の
で
し

ょ
う
。
い
や
も
っ
と
進
ん
で
、
命
の
受

け
皿
で
あ
る
宇
宙
と
私
と
が
区
別
で
き

な
い
境
地
に
達
し
て
お
ら
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
古
の
東
洋
の
賢
人
が
直
観
的

に
悟
っ
た〝
梵
我
一
如
〟そ
の
も
の
で
す
。

今
の
世
に
こ
れ
を
世
相
に
託
し
て
歌
い

上
げ
る
と
は
す
ば
ら
し
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

〝
私
〟の
意
識
は
世
界
の
果
て
ま
で
を

思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
を
意
識
で
き
る〝
私
〟は
宇
宙
そ
の
も

の
な
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
何
を
間

違
っ
た
か〝
自
由
〟の
名
の
も
と
に〝
私
〟

は
自
分
自
身
で
あ
る
宇
宙
を
痛
め
て
い

ま
す
。
最
近
の
気
候
の
荒
れ
具
合
は
こ

の
証
左
で
す
。
人
類
自
体
が
自
然
と
同

じ
命
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
早
く

気
が
付
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
そ
の
よ
う
な
流
れ
が
大
き
く

な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
⓬
／
３
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　

名　
　

様

金
十
一
万
円
也　
　
　

匿　

名　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　
　

年
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挨
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今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
6
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
48
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
4
年
4
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
七
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
宏
観
異
常
現
象
観
測
で
地
震
予
知
が

　

で
き
る
か　

動
物
の
地
震
予
知
2

◎
能
力
者
と
し
て
ガ
ン
と
寄
り
添
う
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二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

心
身
に
い
い
水

　
　
　

講
師　

中
島  

敏
樹 

氏

            　
　

澤
本  
三
十
四 

氏

日
時　

令
和
5
年
2
月
19
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札　
　
　

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演
内
容

感
情
も
思
想
も
水
が
感
じ
、
水
が
考

え
て
い
る
と
し
て
理
論
物
理
学
者
は

「
量
子
場
脳
理
論
」
を
唱
え
て
い
ま
す
。

水
は
生
体
構
築
イ
ン
フ
ラ
作
用
と
生
命

の
精
神
作
用
を
請
け
負
っ
て
い
る
・
・
・

水
の
実
態
（
姿
形
）
を
把
握
し
た
実
体

（
魅
惑
作
用
）の
解
明
を
し
ま
す
。

電
気
泳
動
現
象
を
見
極
め
る
微
乾
燥

顕
微
鏡
観
察
と
水
の
第
二
誘
電
分
極

（
生
命
体
の
β
分
散
域
）
を
証
す
る
パ

ル
ス
分
光
器
ア
ク
ア
・
ア
ナ
ラ
イ
ザ
と

の
統
合
解
析
か
ら
帰
納
し
た
結
論
と
な

り
ま
す
。

各
種
物
性
値
、
ナ
ノ
サ
イ
ト
分
析
器

や
気
体
放
電
視
覚
化
計
測
器
の
分
析
結

果
も
参
考
に
、
中
島
・
澤
本
の
コ
ロ
イ

ダ
ル
領
域
論
を
体
系
化
し
、
共
著
書

『
水
の
生
命
力
・
理
論
と
実
践
』
を
発

刊
し
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
に
は
日
本
物
理
学
会
も
、

「
詳
細
は
不
明
だ
が
、
水
は
二
元
様
態

で
あ
る
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
最
先

端
科
学
が
解
明
に
着
手
し
始
め
て
い
る

生
体
系
の
水
「
結
合
水
」
と
コ
ロ
イ
ダ

ル
領
域
論
の
水
の
生
命
電
磁
気
作
用
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
き
た
の
で

す
。生

命
誕
生
の
『
特
異
点
の
水
』、
健

康
寿
命
の
請
負
師
の
水
の
理
論
と
実
践

の
お
話
を
分
か
り
や
す
く
致
し
ま
す
。

※
水
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
ご
質
問
も

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
中
島
敏
樹
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

水
の
分
析
器「
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
」

と
出
会
い
、
水
の
新
た
な
誘
電
緩
和
域

（500

～4000kH
z

）を
明
ら
か
に
し
た
。

水
の
内
在
リ
ズ
ム
の
存
在
や
コ
ロ
イ
ダ

ル
の
表
面
陰
電
荷
に
つ
い
て
論
じ
た
。

氣
、
想
念
、
音
響
な
ど
微
弱
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
、
水
を
介
し
て
測
り
、
魅
惑
の
本

質
解
明
の
道
筋
を
つ
け
た
。
水
と
珪
素

（
シ
リ
ケ
ー
ト
４
面
体 SiO

4

）
の
集
団

を
一
体
と
見
做
し
、
そ
の
隠
れ
た
機
能

「
波
動
特
性
」
を
追
い
か
け
て
い
る
。

つ
い
最
近
澤
本
氏
と
の
共
著
書
「
水
の

生
命
力
・
理
論
と
実
践
」を
発
刊
し
た
。

◎
澤
本
三
十
四
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

天
城
抗
火
石
と
出
逢
い
各
種
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
を
開
発
、
水
処
理
・
改
質
を
手

掛
け
る
。
農
業
の
育
成
指
導
、
難
排
水

処
理
を
生
業
と
し
て
い
る
。
昭
和
52
年

牛
糞
尿
処
理
で
発
明
大
賞
考
案
功
労
賞

を
受
賞
。
異
業
種
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
用
の
混
練
水
や
機
械
工
作
機
の
ク
ー

ラ
ン
ト
工
作
液
の
改
質
水
を
手
が
け
て

い
る
。

ま
た
微
乾
燥
顕
微
鏡
観
察
で
、
溶
液

の
二
様
態
の
実
態
を
見
届
け
、
六
芒
星

型
溶
液
構
造
の
観
察
手
法
を
開
発
、
水

の
統
合
機
能
解
析
に
努
め
る
。
萬
木
千

草
と
水
の
魔
力
を
活
か
し
、
且
つ
炭
化

珪
素
を
開
発
、
不
治
の
病
に
苦
し
む
患

者
さ
ん
の
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
。
水
の
特
異
性
改
質
の
実
践

結
果
を
纏
め
、
共
著
書
を
上
梓
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

虹
膜
が
示
す
身
体
の
サ
イ
ン
～
虹
膜

学
か
ら
得
た
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
～

　
　
　
　

講
師　

関　

房
子 

氏

日
時　

令
和
5
年
４
月
16
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札　
　
　

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

 

会
員 

二
千
円
（
当
日
入
会
可
）　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演
内
容

虹
膜
学
と
は

目
の
虹
膜
に
は
体
の
状
態
（
病
気
な

ど
）
が
1
0
0
％
反
映
さ
れ
て
お
り
、

眼
を
見
て
わ
か
る
健
康
診
断
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

2
5
0
年
前
か
ら
存
在
す
る
医
学
で
、

現
在
の
西
洋
医
学
で
は
見
つ
け
ら
れ
な

い
身
体
の
ト
ラ
ブ
ル
も
虹
膜
に
映
し
出

さ
れ
ま
す
。
そ
の
情
報
は
腸
か
ら
発
信

さ
れ
て
お
り
、
腸
か
ら
脳
へ
伝
達
さ
れ

ま
す
。
腸
の
乱
れ
は
脳
の
乱
れ
に
繋
が
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り
、
脳
か
ら
発
信
さ
れ
る
自
律
神
経
の

乱
れ
そ
の
ま
ま
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
が
ん
や
動
脈
硬
化
、

手
術
跡
な
ど
の
傷
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
こ
の
よ
う
な
虹
膜
学
と
は
？

と
い
っ
た
説
明
、
そ
の
知
識
か
ら
学
ぶ

余
病
法
、
病
気
の
根
本
的
な
原
因
と
治

し
方
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
注
意
す
べ
き

病
気
の
予
知
に
至
る
ま
で
を
解
説
、
ま

た
、
巻
き
肩
、
猫
背
、
Ｏ
脚
等
、
体
の

歪
み
か
ら
く
る
症
状
に
対
し
て
、
自
分

で
出
来
る
身
体
の
ケ
ア
と
し
て
、
虹
膜

学
の
知
識
か
ら
生
ま
れ
た
「
腸
整
術
」

を
実
践
し
ま
す
。

〇
関
房
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

埼
玉
県
所
沢
市
生
ま
れ
、
平
成
6
年

に
虹
膜
学（
現　

虹
彩
学
）の
知
識
を
取

得
し
、
そ
の
後
も
身
体
の
知
識
を
得
る

為
、
様
々
な
医
学
の
勉
強
に
専
念
、
医

学
博
士
や
各
界
の
先
生
方
と
の
パ
イ
プ

も
構
築
。
虹
膜
学
の
観
点
か
ら
、
身
体

の
気
、
血
、
水
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

総
合
整
体
、「
気
道
式
気
功
指
圧
術
」
気

道
術
を
考
案
し
、
平
成
23
年
、
気
道
術

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る
喜

働
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
立
。
そ
の
後
1
0
0

名
以
上
の
施
術
師
を
育
成
、
輩
出
。
現

在
も
身
体
の
悩
み
を
持
つ
、
た
く
さ
ん

の
方
々
の
相
談
を
受
け
、
解
決
に
導
い

て
い
る
。

株
式
会
社
喜
働
代
表
取
締
役
、
一
般

社
団
法
人
喜
働
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
が
運
用
す
る

現
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
今
年
末（
12

月
）で
廃
止
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
ご
高
覧
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
研
究
集
会
や
分
科
会
な

ど
催
し
の
案
内
は
、「
日
本
サ
イ
科
学
会
」

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
現
行
のK

PS
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ー
カ
イ
ヴ
（2019-2022
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ま
つ
む
し
音
楽
堂
「
暮
ら

し
魔
法
館
」
に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

末
筆
で
す
が
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
和
田
高

幸
は
今
年
度
末
の
2
0
2
3
年
3
月

に
会
長
を
辞
任
し
、
後
任
に
現
副
会
長

の
橋
本
和
哉
氏
（
Ｍ
Ｄ
）
が
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
期
会
長
・
橋

本
和
哉
の
ブ
ロ
グ
記
事
も
ご
参
照
く
だ

さ
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
研

究
集
会
は
今
後「
オ
ン
ラ
イ
ン
」が
主
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
サ
イ
科

学
」
の
調
査
・
研
究
に
つ
と
め
、「
サ

イ
科
学
会
」
に
お
い
て
も
活
発
な
運
営

を
図
る
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

方
の
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

和
田 

高
幸

※ 

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
1
月
と
2　

月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
と
な
り
ま　

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
６
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

2
0
2
5
年
か
ら
始
ま
る
大
変
革

の
時
代
と
は
？
　

個
人
別
月
運
チ
ャ
ー
ト
の
配
布
と

診
断
　
　
　

　
　
　
　
講
師
　
瀬
尾 

泰
範 

氏

日
時　

令
和
5
年
１
月
15
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通　

 

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

 

会
員 

一
千
円
（
当
日
入
会
可
）　
　
　

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※ 

定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄　

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願　

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

講
演
内
容

現
在
、
書
籍
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で

2
0
2
5
年
に
「
大
地
震
が
来
る
」
と

か
「
大
災
害
が
来
る
」
と
い
う
予
言
や

予
想
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
、
2
0
2
5
年
に
は
天
王

星
、
海
王
星
、
冥
王
星
が
新
し
い
星
座

に
入
り
、
こ
れ
ら
の
「
ト
ラ
ン
ス
サ
タ

ニ
ア
ン
（
土
星
よ
り
も
外
側
を
公
転
す

る
惑
星
）」
は
、
１
星
座
を
通
過
す
る

期
間
が
長
い
の
で
（
7
年
～
20
年
位
）、

そ
の
地
球
や
世
の
中
に
与
え
る
影
響
力

は
加
算
さ
れ
て
、
強
力
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
天
王
星
が
自
分
の
支
配
星

座
の
水
瓶
座
に
あ
っ
た
1
9
9
6
年
～
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2
0
0
3
年
に
は
、
天
王
星
が
象
徴

す
る
科
学
・
技
術
と
通
信
、
フ
ラ
ッ
ト

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
性
に

関
わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
界
中
に

普
及
し
ま
し
た
。

ま
た
天
王
星
は
地
震
に
関
わ
る
天
体

で
も
あ
り
ま
す
が
、
3
・
１
１
東
日
本

大
震
災
の
ほ
ぼ
当
日
に
、
黄
道
12
星
座

の
起
点
で
あ
る
牡
羊
座
に
入
宮
し
て
お

り
ま
す
。

海
王
星
が
支
配
星
座
の
魚
座
に
あ
る

2
0
1
2
年
～
2
0
2
5
年
に
は
、

海
王
星
が
象
徴
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
サ
イ
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
現
象
・
研
究
に

人
々
の
関
心
が
向
い
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
に
は
、
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
3
星
が
し
ば
ら
く
の
間
、

特
別
な
ア
ス
ペ
ク
ト
（
周
波
数
に
関
わ

る
）を
形
成
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
ス
サ
タ
ニ

ア
ン
の
新
星
座
入
宮
と
特
別
な
ア
ス
ペ

ク
ト
形
成
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
瀬
尾

の
関
心
の
あ
る
未
来
予
測
も
含
め
て
、

占
星
学
的
視
点
か
ら
2
0
2
5
年
か

ら
ど
う
い
う
時
代
が
始
ま
る
か
に
つ
い

て
解
説
致
し
ま
す
。

ま
た
西
洋
占
星
学
の
先
端
の
ハ
ー
モ

ニ
ク
ス
理
論
に
基
づ
く
当
会
独
自
の「
ア

ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
Ｓ
」

（
月
運
チ
ャ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
参
加

者
の
運
勢
診
断
を
致
し
ま
す
。

参
加
者
個
人
別
に
今
後
18
ヶ
月
の
月

運
チ
ャ
ー
ト
を
配
布
し
て
見
方
を
説
明

し
、
自
由
に
質
問
を
受
け
な
が
ら
、
個

人
の
運
勢
診
断
を
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
。

さ
ら
に
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
の
2
0
2
2
年
1
月
～
2
0
2
3

年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星
が

通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ
る
、
比
較
的

短
周
期
の
環
境
運
の
見
方
と
対
処
法
も

解
説
致
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
★
の
2
つ

の
欄
を
見
て
、
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」、「
才

能
開
発
研
究
所
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の

時
代
」（
1
9
8
5　

潮
文
社
）、

「
自
分
の
隠
れ
た
才
能
が
見
つ
か
る
本
」

（
2
0
0
5 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
）

★ 

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会　

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）　

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
18
ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
5
年
１

月
11
日
（
水
）
ま
で
に
「
１
月
15
日
分

科
会
参
加
希
望
」と
書
い
て

info23@
astro-h.com

  

宛
て
に
メ
ー

ル
送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と

月
運
診
断
チ
ャ
ー
ト
18
ヶ
月
分
を
当
日

配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
5
年
１

月
11
日
（
水
）
ま
で
に
「
１
月
15
日
分

科
会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー

タ
を
書
い
て

info23@
astro-h.com

  

宛
て
に
メ
ー

ル
送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

※
ご
自
分
の
チ
ャ
ー
ト
以
外
に
追
加
の

チ
ャ
ー
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
方

の
出
生
デ
ー
タ
を
追
加
願
い
ま
す
。（
料

金
は
一
人
に
つ
き
＋
1
0
0
0
円
で
す
）

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎ 

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎ 

出
生
地（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村
・

町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス
ト

で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を
出

し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第　

回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回 
ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
虚
空
と
時
空
」

日
時　

令
和
5
年
3
月
25
日（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
二
研
修
室	

交
通　

 

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

二
千
円

　

 

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上 

一
千
円

　

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

虚
空（
あ
き
ゃ
し
ゃ
、
ア
カ
ー
シ
ア
）

が
仏
教
徒
や
神
秘
家
の
求
め
る
宇
宙
と

す
れ
ば
、
時
空
は
科
学
者
の
観
測
す
る

宇
宙
で
あ
る
。
こ
の
虚
空
と
時
空
は
ど

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

宗
教
と
科
学
は
P
S
I
を
通
し
て

対
話
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？　

魂

を
探
求
す
る
魂
理
学
こ
そ
サ
イ
科
学

（Psience

）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？　

み
な
さ
ん
で
楽
し
く
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
！	

（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
４
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説

（
命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
）

　
　
　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

 �

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

今
ま
で
命
の
存
在
は
分
か
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
存
在
す
る
の

か
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
う
す
る
と
例
え
ば
「
気
づ
き
」
と

か
「
美
し
さ
」
と
い
う
も
の
は
何
で
分

か
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
よ
う
な
基

本
的
な
疑
問
に
対
し
て
は
何
も
答
え
ら

れ
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
「
あ
る

も
の
」
と
し
て
論
理
は
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
れ
で
今
回
た
ま
た
ま
確
率
論
を
勉

強
し
て
い
て
、
非
常
に
面
白
い
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
物
理
現
象

と
生
命
を
分
け
る
も
の
で
あ
る
と
確
信

し
仮
説
を
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
一
挙
に
統
一
性

を
も
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
最
初
に
混
沌
と

い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
混
沌
が
ラ
ン
ダ

ム
に
変
化
す
る
、
そ
の
ラ
ン
ダ
ム
の
変

化
が
拡
散
す
る
方
向
で
あ
る
物
理
現
象

と
、
統
一
性
を
も
っ
て
運
動
す
る
と
い

う
生
命
現
象
の
2
つ
に
ピ
タ
ッ
と
同
じ

数
で
分
か
れ
る
、
と
い
う
仮
説
で
す
。

だ
か
ら
後
で
お
話
し
し
ま
す
が
、
始

め
に
神
は
天
と
地
を
創
造
さ
れ
た
（
聖

書
）
の
で
す
が
、
そ
れ
は
生
命
現
象
と

物
理
現
象
に
分
か
れ
た
と
考
え
ま
す
。

　

物
理
現
象
は
測
れ
る
も
の
で
す
が
、

生
命
現
象
は
物
理
現
象
と
は
逆
に
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
統
一
に
向
か
う
働
き
な

の
で
す
。
そ
れ
が
ラ
ン
ダ
ム
と
い
う
運

動
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
で
す
。

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説
で
す

が
、「
命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
世
に
あ
る
2
つ
の
異
な
っ
た
現

象
は
「
物
理
現
象
」
と
「
生
命
現
象
」
で

す
。
ど
こ
が
違
う
か
と
い
う
と
、
物
理

現
象
は
例
え
ば
水
の
流
れ
と
か
温
度
の

拡
散
と
か
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
は
秩
序
か
ら
一
様
に
向
か
っ

て
い
る
、
生
命
現
象
は
そ
の
逆
に
一
様

か
ら
秩
序
に
向
か
い
ま
す
。

写
真
の
芽
吹
き
で
す
が
、
こ
れ
は
小

さ
な
種
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
集
め

て
物
事
を
秩
序
の
方
向
に
働
き
か
け
て

こ
の
よ
う
に
伸
び
て
い
く
わ
け
で
す
。

48
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川
の
流
れ
は
逆
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な

2
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

違
い
を
ど
う
表
現
す
る
か
と
い
う
と
、

「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」
と
い
う
物
事
の
秩

序
の
度
合
い
を
測
る
尺
度
で
言
う
と
す

れ
ば
、
物
理
現
象
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が

増
え
る
方
向
、
す
な
わ
ち
秩
序
の
散
逸

方
向
に
働
く
現
象
、
生
命
現
象
は
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
が
小
さ
く
な
る
方
向
、
す
な

わ
ち
秩
序
の
増
す
方
向
に
働
く
現
象
で

す
。な

ぜ
こ
の
よ
う
な
２
つ
の
方
向
が
あ

る
の
か
？
こ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
語
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し「
な
ぜ
あ
る
の
か
」に
つ
い

て
は
疑
問
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
は
「
生
物
は
負

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
食
べ
て
生
き
て
い

る
」と
語
っ
て
お
り
ま
す
。

次
の
図
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
変
化
を

表
す
図
で
す
が
、
左
矢
印
の
通
り
左
上

（
拡
散
し
た
点
）
か
ら
右
方
向
に
行
き
、

左
下
に
続
い
て
ま
た
右
方
向
に
行
く

（
１
本
の
直
線
を
形
成
す
る
）
が
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
が
小
さ
く
な
る
方
向
→
生
命

現
象
、
逆
に
右
下
か
ら
左
方
向
に
行

き
、
右
上
に
続
い
て
左
方
向
に
行
く

（
左
矢
印
の
方
向
）
が
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

が
増
大
す
る
方
向
→
物
理
現
象
で
す
。

さ
て
な
ぜ
こ
の
2
つ
の
方
向
が
あ
る

の
か
？
こ
れ
を
問
う
一
段
と
掘
り
下
げ

た
考
察
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
考
察
は
、
物
事
の
初
め
に

本
然
と
し
て
存
在
す
る
も
の
、
そ
れ
は

混
沌
で
あ
る
と
し
ま
す
。
こ
の
混
沌
と

い
う
も
の
が
ラ
ン
ダ
ム
に
動
く
こ
と
に

よ
っ
て
2
つ
に
分
離
し
ま
す
。
そ
れ
が

１
つ
は
物
理
現
象
、
１
つ
は
生
命
現
象

に
分
か
れ
ま
す
。

秩
序
方
向
に
働
く
動
き
を
生
命
現
象

と
解
釈
致
し
ま
す
。
こ
れ
を
今
か
ら
数

理
的
に
説
明
致
し
ま
す
。
生
命
の
特
徴

は
自
ら
を
生
み
出
す
と
い
う
形
式
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
的
に
表
せ
ば
、「
再
帰
表
現
」
と
な

り
ま
す
。

再
帰
表
現
と
い
う
の
は
、
Ａ
と
い
う

も
の
の
定
義
の
中
に
Ａ
は
Ｂ
に
変
化
す

る
の
だ
け
れ
ど
、
Ａ
は
自
分
の
変
化
し

た
も
の
の
中
に
自
分
を
含
む
こ
と
で

す
。（
右
図
下
段
の
コ
ー
ド
参
照
→
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
「
再
帰
呼
び
出
し
」

と
は
自
分
自
身
を
呼
び
出
す
処
理
が
書

か
れ
て
い
る
関
数
を
呼
び
出
す
こ
と
）

図
形
で
い
え
ば
「
フ
ラ
ク
タ
ル
」
と

な
り
、
こ
れ
は
「
繰
り
返
し
」
と
い
う

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
は
表
せ
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
中
に
自
分
を
含
む
」
と
い
う

の
が
生
命
の
特
徴
と
な
り
ま
す
。

生
命
発
生
の
数
理
仮
説
を
説
明
致
し

ま
す
。
初
め
に
存
在
す
る
も
の
を
混
沌

と
し
ま
す
。
混
沌
は
時
間
に
沿
っ
て
ラ

ン
ダ
ム
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
あ
る

時
間
が
経
過
し
た
後
の
混
沌
の
状
態
は

い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
位
置
的

に
ば
ら
つ
き
ま
す
。

次
頁
の
図
の
よ
う
に
、
始
ま
り
の
地

点
か
ら
み
る
移
動
パ
ス
（
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ッ
プ
）
を
分
類
し
ま
す
と
、
真
ん
中

の
横
軸
を
横
切
ら
ず
に
散
逸
し
た
パ
ス

状
態
（
軸
か
ら
離
れ
て
い
く
状
態
）、

そ
れ
に
対
し
て
ず
っ
と
移
動
し
た
末
に

元
へ
戻
る
（
軸
を
横
切
る
）
パ
ス
状
態

が
あ
り
ま
す
。
実
は
そ
れ
以
外
に
も
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
後
で
述
べ
ま
す
。
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左
図
の
よ
う
に
元
に
戻
る
パ
ス
は
い

ろ
い
ろ
な
動
き
が
あ
っ
て
最
後
に
元
へ

戻
る
パ
ス
で
す
ね
。
元
に
戻
る
パ
ス
は

「
秩
序
を
創
り
出
す
も
の
」
の
数
理
的

表
現
と
解
釈
し
ま
す
。

こ
れ
が
生
命
発
生
の
原
理
で
あ
り
、

生
命
や
創
造
性
の
働
き
の
合
理
的
説
明

の
試
み
と
な
り
ま
す
。

生
命
発
生
の
構
造
概
要
で
す
が
、
初

め
に
混
沌
あ
り
き
で
混
沌
は
ラ
ン
ダ
ム

に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
あ
る
時
間
が

経
っ
た
と
き
の
状
態
を
見
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
状
態
が
あ
り
得
ま
す
。（
右
図
）

ラ
ン
ダ
ム
経
路
の
表
記
を
原
点
か
ら

始
め
て
、
あ
る
指
定
の
点
（
ｘ
、
ｙ
）

に
至
る
経
路
（
パ
ス
）
数
を
Ｌ
（
ｘ
、

ｙ
）と
記
し
ま
す
。（
下
図
で
は
4
）。

そ
の
内
ｘ
軸
よ
り
上
の
経
路
（
軸
を

横
切
ら
な
い
パ
ス
）
を
取
り
出
す
た
め

の
工
夫
を
鏡
像
と
い
い
ま
す
。
そ
の
方

法
で
調
べ
ま
す
と
、
原
点
か
ら
2
ｎ
ス

テ
ッ
プ
で
（
軸
の
上
側
だ
け
を
通
る
、

あ
る
い
は
軸
の
下
側
だ
け
通
る
）
軸
を

横
切
ら
な
い
パ
ス
数
と
、
2
ｎ
ス
テ
ッ

プ
で
軸
に
戻
る
パ
ス
数
は
等
し
い
こ
と

が
算
出
さ
れ
ま
す
。

混
沌
が
拡
散
運
動（
軸
を
切
ら
な
い
）

と
秩
序
運
動（
軸
に
戻
る
）の
2
つ
の
運

動
に
等
し
く
分
離
さ
れ
、
前
者
は
物
理

現
象
の
原
理
、
後
者
は
生
命
の
エ
ン
ト

ロ
ピ
ー
を
小
さ
く
す
る
力
の
原
理
を
示

し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
生
命
の
秩
序
に

向
か
う
働
き
の
原
理
を
、
混
沌
の
運
動

に
伴
う
2
つ
の
働
き（
あ
る
い
は
場
）の

一
方
に
見
い
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
を
ま
と
め
ま
す
。
初
め
に
混
沌

が
あ
り
、
混
沌
を
ラ
ン
ダ
ム
ウ
オ
ー
ク

に
モ
デ
ル
化
し
ま
す
。
混
沌
の
動
き
は

2
つ
の
運
動
に
等
し
く
分
離
（
あ
る
い

は
2
つ
の
場
を
形
成
）さ
れ
ま
す
。

①
軸
を
切
ら
な
い
拡
散
方
向
運
動
：

　

 

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
（
場
の
形
成
）

物
理
現
象
の
原
理

②
最
後
に
軸
に
戻
る
秩
序
方
向
運
動
：

　

 

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
減
少
（
場
の
形
成
）

生
命
現
象
の
原
理

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
〇
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

の
報
告

憑
依
診
療
の
進
歩 

～
死
霊
、
生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊
～

　
　

講
師　

橋
本 

和
哉 

氏

 　
　
　
（ 

医
師
、
は
し
も
と
内
科
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

日
時　

令
和
４
年
11
月
19
日（
土
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂

講
演
内
容（
講
師
記
）

私
の
行
う
憑
依
診
療
も
年
々
、
新
し

い
知
見
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年

に
も
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
で
憑
依
の

講
座
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
さ
ら
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に
新
し
い
内
容
を
含
め
て
お
話
し
し
ま

し
た
。

会
場
は
ま
つ
む
し
音
楽
堂
で
、
ま
た

オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
も
行
い
ま
し
た
。

話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
霊
を
呼

び
込
む
事
が
あ
る
の
と
、
実
習
を
行
う

と
霊
が
外
れ
て
浮
く
こ
と
も
あ
る
の

で
、
参
加
者
に
は
防
御
の
た
め
出
来
る

だ
け
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
を
身
に
つ
け

て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
後
、
私（
橋
本
）が
霊
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
手
法
と
し
て
の
「
気

当
て
診
断
法
」
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
コ
ウ
モ
リ
が
、
当
て
た
超
音
波

の
跳
ね
返
り
で
物
を
探
る
よ
う
に
、
気

を
当
て
て
何
が
あ
る
か
を
探
る
手
法
で

す
。霊

だ
け
で
な
く
癌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
身
体
の
こ
と
、
感
情
や
ト
ラ
ウ
マ
、

気
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
食
材
の
良
し
悪

し
、
相
性
、
な
ど
、
い
ろ
ん
な
分
野
で

応
用
で
き
ま
す
。

今
回
扱
っ
た
憑
依
の
対
象
は
、
死

霊
、
生
霊
、
妖
怪
、
宇
宙
霊
な
ど
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
憑
依
が
細
分
化
さ
れ

て
い
る
上
に
何
と
分
類
し
て
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
憑
依
や
憑
依
体
か
ら
の
意

識
に
よ
る
攻
撃
、
呪
い
、
神
仏
か
ら
の

怒
り
の
お
話
な
ど
デ
ィ
ー
プ
な
お
話
ま

で
披
露
し
ま
し
た
。

先
ず
は
死
霊
で
す
が
、
死
霊
で
最
も

多
い
の
は
自
分
が
死
ん
だ
自
覚
が
無
く

霊
界
に
行
か
ず
に
彷
徨
（
さ
ま
よ
）
っ

て
い
る
死
霊
で
す
。
そ
れ
か
ら
ト
ラ
ウ

マ
ま
で
抱
え
て
い
る
な
ど
悩
み
の
多
い

死
霊
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
怨
み
を
持

っ
て
成
仏
し
な
い
霊
、
使
命
を
持
っ
て

成
仏
し
な
い
英
霊
、
誰
か
を
陥
れ
て
面

白
が
っ
て
い
る
悪
霊
な
ど
状
況
に
応
じ

た
分
類
を
し
て
い
ま
す
。

死
霊
で
最
も
多
い
自
分
が
死
ん
だ
自

覚
が
無
く
霊
界
に
行
か
ず
に
彷
徨
（
さ

ま
よ
）
っ
て
い
る
死
霊
に
は
日
本
人
の

場
合
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
様
と

霊
的
な
ル
ー
ト
を
降
ろ
し
、
霊
を
癒
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ

ミ
様
か
ら
い
た
だ
き
死
霊
に
入
れ
る
こ

と
で
霊
界
に
上
げ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
場
合
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ

ミ
カ
ミ
様
や
阿
弥
陀
様
、
地
蔵
様
な
ど
で

す
が
、
外
国
人
の
場
合
は
そ
の
地
域
の
神

様
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ウ
マ
を
持
っ
た
死
霊
に
は
死
霊

周
辺
に
有
る
ト
ラ
ウ
マ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
し
て
か
ら
同
様
の
手
法
で
上
げ
て
い

ま
す
。

悪
意
を
持
っ
た
悪
霊
と
は
生
き
た
人

を
陥
れ
て
喜
ん
で
い
る
タ
チ
の
悪
い
死

霊
で
す
。
死
ね
と
言
っ
た
り
飛
び
込
み

自
殺
に
追
い
込
ん
だ
り
し
ま
す
。
こ
れ

は
ま
と
も
に
話
し
合
っ
て
も
埒
が
あ
き

ま
せ
ん
。
私
の
や
り
方
は
潰
す
方
法
を

取
っ
て
い
ま
す
。
蔵
王
権
現
様
に
爆
弾

を
頂
き
悪
霊
を
潰
し
た
り
、
紙
に
縛
り

付
け
て
ガ
ス
で
焼
き
切
る
方
法
を
取
っ

た
り
し
ま
す
。

怨
み
を
持
っ
て
成
仏
し
な
い
霊
も
大

変
な
死
霊
で
怨
霊
（
お
ん
り
ょ
う
）
と

言
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
生
か
先

祖
で
怨
ま
れ
た
内
容
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
て
み
る
と
、
怨
ま
れ
る
の
も
も
っ
と

も
だ
と
思
え
る
よ
う
な
事
を
し
て
い
ま

す
。
怨
霊
に
取
り
憑
か
れ
る
と
何
処
へ

行
っ
て
も
人
生
は
こ
と
ご
と
く
上
手

（
う
ま
）く
行
き
ま
せ
ん
。

相
談
を
受
け
る
中
で
怨
霊
の
ケ
ー
ス

は
と
て
も
多
い
印
象
で
す
。
し
か
し
怨

霊
と
診
断
で
き
る
霊
能
者
は
ご
く
少
数

で
、
何
処
へ
行
っ
て
も
原
因
が
分
か
ら

な
い
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
怨
霊
供
養
を
助
け
て
頂
け
る

仏
様
に
お
願
い
し
な
が
ら
ご
本
人
が
供

養
に
励
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
先
祖
が
憑
依
し
て
来
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ど
の
ご
先
祖
さ
ん
か
を
特
定

し
て
供
養
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
先
祖
か

ら
の
意
識
だ
け
が
来
る
場
合
、
左
ば
か

り
右
ば
か
り
と
い
っ
た
特
異
な
症
状
が

出
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
ど
の
ご
先
祖

か
を
特
定
し
て
供
養
し
ま
す
。

生
霊
（
い
き
り
ょ
う
）
は
人
か
ら
の

強
烈
な
意
識
だ
と
以
前
は
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
強
烈
な
意
識
と
「
生
霊
」
は

少
し
違
い
ま
す
。
一
般
の
方
が
生
霊
と

言
っ
て
い
る
の
は
強
烈
な
意
識
の
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
本
来
の
生

霊
も
わ
ず
か
で
す
が
有
る
よ
う
で
す
。

強
烈
な
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
た
か
も

生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
独
自
に
意
識

を
持
ち
始
め
、
活
動
し
て
行
く
の
で

す
。
ま
る
で
死
霊
の
よ
う
に
振
る
舞
い

ま
す
。

生
霊
が
独
自
に
意
識
を
持
ち
始
め
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
強
烈
な
ト
ラ
ウ
マ
の
も

と
で
別
の
人
格
を
作
り
出
す
「
解
離
性

人
格
障
害
」
の
症
状
に
似
て
い
ま
す
。

人
か
ら
の
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
独

自
に
意
識
を
持
っ
て
生
霊
と
な
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
似
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
し

て
生
霊
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と

お
伝
え
し
ま
し
た
。



9

魔
物
や
妖
怪
憑
依
は
多
く
の
方
が
知

ら
な
い
だ
け
で
現
代
社
会
で
も
蔓
延

（
は
び
こ
）
っ
て
い
ま
す
。
毒
親
や
自

己
中
心
な
異
常
な
人
に
も
潜
み
ま
す
。

一
見
、
社
会
的
に
成
功
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
人
に
も
存
在
し
ま
す
。
妖
怪

は
他
の
霊
的
存
在
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

場
合
や
元
は
神
様
だ
っ
た
存
在
が
妖
怪

化
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

妖
怪
を
後
ろ
で
操
っ
て
い
る
場
合
や

妖
怪
か
ら
意
識
攻
撃
さ
れ
る
場
合
、
傀

儡
（
自
分
の
ダ
ミ
ー
）
を
作
っ
て
そ
こ

か
ら
攻
撃
し
て
く
る
事
も
分
か
り
ま
し

た
。
ま
る
で
ア
ニ
メ
の
世
界
を
見
て
い

る
よ
う
で
す
。
意
識
攻
撃
へ
の
対
処
は

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
壊
す
と
か
、
イ

ン
ド
の
神
秘
図
形
の
ヤ
ン
ト
ラ
を
使
う

こ
と
で
防
御
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。

ま
た
死
霊
や
魔
物
を
呼
び
込
む
ポ
イ

ン
ト
を
死
霊
や
魔
物
か
ら
付
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
あ
る
と
他

の
死
霊
や
魔
物
が
自
然
と
そ
の
人
に
引

き
寄
せ
ら
れ
て
来
て
憑
依
し
ま
す
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
て
消
す
こ
と
で
す
。

宇
宙
霊
の
定
義
は
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も

明
確
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
死
霊
、

魔
物
、
動
物
霊
で
も
な
く
、
宇
宙
霊
と

意
識
し
て
共
鳴
反
応
が
取
れ
る
霊
で

す
。
お
そ
ら
く
宇
宙
人
だ
っ
た
存
在
が

憑
依
し
て
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
宇

宙
で
生
ま
れ
た
魂
の
人
に
多
く
憑
依
し

て
い
ま
す
。
何
処
の
星
か
ら
来
た
か
は

本
で
調
べ
る
事
が
で
き
ま
す
が
、
普
段

は
そ
れ
ま
で
の
チ
ェ
ッ
ク
は
や
っ
て
い

ま
せ
ん
。
静
か
な
感
じ
や
ベ
ト
ー
と
し

て
い
る
も
の
な
ど
あ
り
ま
す
。
樹
木
の

枝
に
居
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

呪
い
の
ケ
ー
ス
で
は
ど
ち
ら
か
ら
入

っ
て
来
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
キ
ラ
キ

ラ
す
る
テ
ー
プ
で
防
御
し
た
り
手
に
キ

ラ
キ
ラ
し
た
テ
ー
プ
を
巻
い
て
防
御
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

神
仏
の
怒
り
に
よ
る
症
状
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
神
仏
の
手
先
と
し
て
働
く

こ
と
を
過
去
生
で
約
束
し
て
来
た
の

に
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
人
生
を
歩
も
う

と
し
た
ら
病
気
に
な
っ
た
り
時
に
は
死

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
が
巫
病
で

す
。
神
仏
の
社
殿
や
お
寺
を
、
神
仏
へ

の
お
断
り
も
無
く
潰
す
な
ど
す
る
と
、

相
当
な
神
仏
の
怒
り
を
買
い
ま
す
。
過

去
生
で
そ
れ
を
行
っ
て
も
そ
の
報
い
を

今
世
で
も
受
け
て
い
る
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
原
因
を
探
し
出
し
て
お
詫
び

す
る
事
と
、
神
仏
が
要
求
す
る
事
を
行

う
こ
と
で
す
。

本
に
載
っ
て
い
な
い
得
体
の
知
れ
な

い
憑
依
も
あ
り
ま
す
。
魔
法
使
い
が
魔

物
を
い
く
つ
か
合
成
し
て
別
の
魔
物
を

作
り
出
し
た
り
、
魔
物
を
後
ろ
か
ら
操

作
し
て
い
て
、
そ
の
魔
物
が
別
の
魔
物

を
操
作
し
、
さ
ら
に
そ
の
魔
物
が
別
の

魔
物
を
操
作
す
る
な
ど
3
重
、
4
重
に

背
後
か
ら
操
作
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
憑
依
を
解
決
す
る
に
は

い
ろ
い
ろ
対
策
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
都
度
、
ア
ド
リ
ブ
で
考
え
ま

す
。一

通
り
の
解
説
を
終
え
た
後
は
実
習

で
す
。

憑
依
現
象
を
も
つ
会
場
参
加
者
が
モ

デ
ル
と
な
り
、
実
際
に
症
状
を
改
善
さ

せ
ま
し
た
。

一
人
目
は
死
霊
憑
依
で
し
た
。
一
つ

の
死
霊
は
両
手
で
掴
ん
で
取
り
除
き
ま

し
た
。
2
つ
目
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ

カ
ミ
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
降
ろ
し
て
ル

ー
ト
を
作
り
、
死
霊
を
癒
す
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
降
ろ
し
て
浄
霊
し
ま
し
た
。
ど
ち

ら
も
数
十
秒
程
度
。
直
ぐ
に
ス
ッ
キ
リ

さ
れ
ま
し
た
。

二
人
目
と
三
人
目
は
妖
怪
憑
依
の
方

で
し
た
。
効
果
有
る
と
判
定
さ
れ
た
護

符
を
身
体
前
後
に
貼
り
付
け
る
と
妖
怪

は
護
符
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
嫌
っ
て
頭
か

ら
湯
気
の
よ
う
に
出
始
め
ま
し
た
。

１
分
く
ら
い
で
妖
怪
は
完
全
に
出
て

行
き
、
ス
ッ
キ
リ
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
曼
荼
羅
（
ま
ん
だ
ら
）
カ
ー
ド
も

使
っ
て
護
符
を
補
強
す
る
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。

四
人
目
と
し
て
宇
宙
霊
憑
依
の
方
が

居
な
い
か
と
探
し
た
と
こ
ろ
、
居
ら
れ

ま
し
た
。
首
か
ら
上
に
憑
い
て
い
ま
し

た
。
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
漢
方
薬

を
手
に
持
っ
て
貰
い
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
流
す
と
取
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

方
の
憑
依
は
、
過
去
生
で
宇
宙
に
居
た

た
め
に
や
っ
て
き
て
い
る
宇
宙
霊
で
し

た
。
ふ
た
た
び
憑
依
す
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
宇
宙
過
去
生
の
対
処
も
必
要
に
な

り
ま
す
。

そ
の
後
は
質
疑
応
答
に
う
つ
り
、
希

望
者
で
懇
親
会
も
行
い
ま
し
た
こ
と
も

付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

（
講
師
記
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

１
件
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
に
、「
２
０
※
※

年
○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希

望
」
と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文

願
い
ま
す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し

ま
す
。

office
21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井 

香
譲 

氏

「
野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

　
『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木 

茂
美 

様

　

講
師　

佐
藤 

禎
花 

氏

　

講
師　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木 

晃 

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田 
祐
美
子 

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野 

貴
美
子 
氏

「 

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力　

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で　

き
る
か
？
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林 

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「7.8H
z

の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知　

的
生
命
：
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
（
宇
宙　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝 

伸
二 

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

佳
胤 

氏

「 

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、　

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川 

明 

氏

「 

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て　

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の〝
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
〟

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高 

ゆ
う
こ 

氏

「
自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

　

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林 

敦 

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「 

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的　

と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に
つ
い　

て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｉ
を
乗　

り
越
え
る
の
は
？ A

I

［
人
工
知
能
］　

vs PSI

［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦 

伸
禎 

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師 

七
沢 

智
樹 

氏
、
杉
山 

彰 

氏

「 

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未　

来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

由
井 

寅
子 

氏

「 

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に　

導
く 

未
来
の
医
学『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
メ
オ　

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

清
水 

浦
安 

氏

　
　
　
　

愛
宕 

な
み 

氏

「 

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が　

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

「 

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か　

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意　

識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

東
中
川 

徹 

氏
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「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
？
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師 

佐
々
木 

茂
美 

氏

　

佐
藤 

禎
花 

氏　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「 

マ
イ
ク
ロ
Ｐ
Ｋ
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ　

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「 

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に　

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

　
「 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
2
0
2
0
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）氏

「 『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』を
基
に
し

た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）に

よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
2
0
2
0
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
崎 

正
男 

氏

「 
多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超
能　

力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波　

（iPT
 

意
識
）」

◎
2
0
2
0
年
10
月
第
29
回
全
国
大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免　

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い　

も
含
め
て
～
」

◎
2
0
2
1
年
10
月
創
立
45
周
年
記
念

　

大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
瞑　

想
」

◎
2
0
2
1
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「 

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明　

す
る
！
」

◎
2
0
2
2
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説
」

◎
2
0
2
2
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

「 

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ
チ
ュ　

ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実
」

◎
2
0
2
2
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「 

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足
す
る　

方
法
と
は
?
」

◎
2
0
2
2
年
10
月
第
30
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
サ
イ
」

◎
2
0
2
2
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

芳
田 

マ
サ
ヒ
ロ 

氏

「 

な
り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡
の
魔　

法
」

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

だが、現実に地震発生前には多くの動物、魚
類が異常行動をとり、また雲等にも異変が見ら
れ観測もされていることから、検証の仕方によ
っては地震予知は可能といえる。

ただし、人間だけの予知についてみると、昔
から世界中の霊能者、占星術師が地震について
予知、予言しているが、結果についてはやはり
判断が分かれるところである。

また、霊能者某氏の話で昆虫・鳥等に「高い
所に巣を作りなさい｣ と教え、水没しないです
んだということと、低いところの巣作りは地震
等が多いとの話についてだが、これは我々人間
が認識できない摩訶不思議なことと判断せざる
を得ないが、巣作り等の現状を確認すれば人間
は分からなくても昆虫・鳥等の方が地震予知、
天候の状態は的確に予想しているので、これを
見れば有り得ることであり否定は出来ない。

今後、「動物の地震予知」を予知学として位
置付けするのには、例えば、動物達が電磁波を
察知して異常行動を起こしても、これが地震に
よるものなのか、他の電気製品等の原因等によ

るものなのか、また察知しても発生年月日の特
定ができるのか、判断が難しい。

そこで、多くの科学的データーを宏観異常現
象観測として長期に亘り、積み重ねて因果関係
の説明が明らかにできることと、前兆現象があ
っても、類似の現象との比較検証が可能でなけ
ればならないことは、地震予知の条件となるで
あろう。

また、動物等の行動では、平時の特異行動と
異常時での行動パターンについて、規則性があ
るか、特異の行動を呈する共通現象等があるの
かを明確な形で説明、提示することが必要であ
り、これ等の検証が無くては非科学的なものと
して扱われ、「そういえば」的な伝承に止まざる
を得ない。そのため、多岐にわたる宏観異常現
象を科学的見地から解析し「地震予知学」まで
に位置付けして行くことが必要と思われる。
（完）
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　異常な雲が見え、地震が発生しそうだとの視
覚的現象判断により予想された時、結果として
数多くの地震発生を的中させている。

だが、アカデミズムでは飛行機雲を含めた他
の雲との鑑別が困難であると、地震雲を否定評
価しているのだが、絶対的な肯定、否定から入
るのではなく、なぜ地震雲の発生が起こるのか
を、科学者としては検証しなければならず、そ
れがなければ地震予知の究明にはさらに遠くな
っていくと考える。

犬・ネコが、他の動物より地震に強く感応す
るというデーターがあるが、これらは常に人間
の側にいて、観測しやすいために、データーと
して高い数値になったとも考えられるが、各地
の報告をみれば、確かに予知していると思われ
る結果が出されている。　　　　　

なぜ、人以外の動物に感応する能力が強いの
かは推定の域を出ないが、犬と人を生理的能力
で比較してみると、犬は人の3～4才位の知能
を持っており、ある程度の認識が可能である。
聴覚は、人（16～20 , 000Hz）、犬（65～50 , 000 
Hz）であり、犬は高い音に敏感で、人の何倍も
の高い能力を示している。嗅覚では、嗅球細胞
が、人（500万個）、犬（1～2億個）から、臭い
に対して犬は桁外れの能力を持っていることに
なる。

そこで、これら以外の能力を含めて、犬は地
震に対して、人には感じない特別な能力を持っ
ているのではないかと推定される。

ナマズでは、他の魚類と比較し生理的にも鋭
い感覚を保持し、地震への感応は鋭いと思われ
るが、「古来から、ナマズは地震を感じる」とい
う伝承としての位置付けからも、ナマズについ
ては今後研究の必要性が十分にあると思慮され
る。

ネズミにおいても、「工事前、船の沈没、火
事発生があると、逃げたり大移動する」という
話が古来からあり、これは地震だけでなく、
色々な災害をも予知する高い能力があるのでは
ないかと思われる。

カラスも、地震前には異常に騒ぐ、攻撃する
等の異常行動をとると言われているが、鳥類の
中では一番脳が発達しており、地震への感応も
鋭いのではないかと思われる。また、脳細胞内
には磁石があるが、これにより磁気の異常を呈
する地震等の感応度も高いのではないかと考え

られる。ゾウの津波を察知する能力について
は、スリランカ地震時に既知のとおり津波発生
前に高台等に逃れ、被害に遭っていないと証明
されているがその理由は解明されていない。

これら動物の、一つ一つの地震事例をみると、
「地震発生前に、動物達は異常行動をしている」
という結果を出さざるを得ないのではないか。
検証をするうえで、動物予知の難しさはある
が、動物と常に接している飼い主、動物の飼育
員等は日常の動作、挙動から異常に気がつき、
後講釈ではあるが「やはり、予知していた」と
評価しているようである。

ただし、動物の異常に気付くべき人間も動物
であることから判断に幅があり、例えば地震に
敏感であり注意を払い動物の行動にも意識を払
っているタイプと、何も感じない、このことに
無関心なタイプでは、結果が大きく変わって来
ると思われる。

また、動物界の頂点に位置する人間は、地震
予知が出来るかということになるが、昔から世
界各国の霊能者、占星術師の一部の人達により
予知・予言されている結果についてはまちまち
で判断は分かれる。この様に、人、動物共に地
震予知についての事例等が多いが、評価につい
ては科学的根拠がないと反論もあり評価に難し
い。

従来、伝えられている「動物が、鳥が騒いだ、
逃げた」等では、他の事例でも考えられ、地震
予知と結びつけることは難しいことから、今後
の動物による地震予知についての検証方法とし
ては、地震計と同様に同一地区（施設）に、同
一動物を24時間体制で、長期間計測すること
と、動物体の心拍、血圧、血液成分を適時検診
し、異常時前後における動物体の生理と、日常
生活の観測結果を、地震計等により観測してい
るデーターと比較検討をしていくことにより、
いわゆる科学的な裏付けのある「動物が地震を
予知をする」となっていくのではないか。　　
　　　　　　　　　　
まとめ　　

ネズミ、ゾウ、犬等の動物及びナマズ等を含
む魚類や、過去の事例の検証では、確かに地震
発生前に異常な行動をとっている。しかし、動
物である人間が各予知現象を見ても、その現象
を判断できないケースから、全ての「動物は地
震を予知する」と言い切ることは難しい。
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このことは、地震は人間の精神面に影響を与
えるが、同じく動物にも大きな影響を与えてい
るということが分かる。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 

2004年12月29日に、スマトラ島沖にＭ9の
地震が発生し、これに伴う津波では、インド洋
沿岸諸国で30万人以上、スリランカでは2万人
以上の犠牲者が出たが、ヤラ国立公園内に生息
している野生動物（ゾウ、ヒョウ等）は、津波
が発生することを事前に分かっていて高台に逃
げたためか、これらの死骸は発見されていない
と報告されている。

2007年3月25日発生の能登半島地震では、
輪島市門前町地区で本震前に「バリバリ、ドン」
という異常音を住民が確認していたことがあっ
た。さらに、「ここ2～3ヶ月能登半島西側で魚
が釣れなかったので、地震が起きるのではない
かと思っていた」との話もあった。

これらは、事例報告であるが、国内の民間に
言い伝えられている、主なものを述べると
①井戸から、音が聞こえたり、水位が著しく変
動する。
②龍のような雲が、立ち上がるときは地震が近
い。
③朝焼けの、太陽の光柱現象は前触れ。
④夜間、昼間のように明るい時（発光現象）。
⑤日中、カラスの大群が移動、異常に騒ぐ時は
地震の可能性がある。
⑥大地震前には、磁石に付いていた鉄片が離落
する。
⑦地震の前には、ネズミが居なくなる。
⑧雉が騒ぐ時。
⑨海、川等で魚類を見なくなり、又、地震の前
は大漁あり。
⑩ナマズが多く獲れる、多く跳ねる時。等の地
震を予知していると思われる多くの伝承があ
る。

2011年3月11日に発生した、東日本大震災後
に調査を岩手県、宮城県、福島県の動物関係者
に聞き取りを行ったが、この震災が余りに大き
かったためか、記憶として残っていないようで
あり、また多くの動物達が飼い主とともに流さ
れてしまい、調査することが困難であった。だ
が、いくつかの報告資料では、まず電通大の研
究グループが、東日本大震災発生の5～6日前

には太平洋上の電離層の異常を観測したと発表
している。

期間は3月5日～6日にかけて。調布、春日
井（愛知県）、高知の3カ所の受信局で、電波の
夜間の平均振幅が極端に低くなるという「明瞭
な前兆」が現れたと話している。

地震の前兆については、多くの地質学者が懐
疑的な見方を示す一方で、同大学の早川正士名
誉教授は「地震のメカニズム研究と地震予知は
全くの別物」と反論しており、独自の方法で予
知の実現を目指し研究に取り組んでいると述べ
ている。（出典：日本経済新聞 掲載記事）

また、地震発生前に各地で報告された異変に
ついては、
①陸前高田市では震災の約1ヶ月前から、朝夕
にカラスの群れが空を覆っていたが、震災の数
日前から突然姿を消した。
②3月4日夜、茨城県鹿嶋市でクジラ50頭が浜
に打ち上げられた。
③3月11日の朝、宮城県塩釜市の神社では、い
つもはサビなどで赤褐色に濁っている鉄製の

「神釜」の水が普段と異なり澄んでいた。（出
典：毎日新聞掲載記事）
④3月11日の深夜、宮城県石巻市湊地区の公園
でカラス50羽ほどが騒いでいた。
⑤3月11日の午前10時ごろ、宮城県石巻市湊
地区でトンビが数十羽騒ぎながら飛んでいた。
との情報があった。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

日本だけでなく、世界での地震前の動物達の
異常行動についての報告は、殆どが似通ってい
るが、これらから「動物達が予知行動をしてい
る」という解釈をすることが出来ることと、各
国での諸現象の申し合わせは有り得ないため、
そこには作為的意思が入り難いと考えられるこ
とから予知現象を肯定的に考えたい。

宏観異常現象を否定論的に見れば、例えば、
1975年中国海城では、前震である微震が続い
ていたから、地震を事前に察知していたとの解
釈がされている。

しかし、宏観異常現象観測による地震予知を
否定するだけでは、震度計測定等を含む総合的
な地震の予知学としては進歩していかないこと
から、諸現象を課題として取り入れ、科学的に
解析していくことにより、地震予知としての位
置付けが出来るのではないかと思慮される。　
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1988年12月Ｍ6.8死者2万5,000人を出した、
ソ連アルメニア地震の地震予知調査では、犬
36％、ネコ17％、鳥15％、ネズミ9％、魚5％
が地震を予知していたとされている。　　　　

麻布大学太田光明名誉教授は、地震前に異
常行動を起こすのは動物が微弱電磁波を敏感に
感じるためとした実験を実施しており、感じる
度合いは犬20％、ネコ30％の割合であるとす
るデーターを出しているが、さらに情報を集計
する必要があるとしている。　　　　　　　　
　発生例からみてみると、1855年の安政大地震
直前では、ナマズを獲ろうとしたが、騒ぐため
獲ることができなかったことから、「地震があ
る」と記録されている。

中国では宏観異常現象の調査を、30年以上
前から続けているといわれており、その中での
ハト観測では、ハトが夜間でも騒げば異常あり
としている。

また、ネズミが群れで移動、時期はずれのカ
エルが出現、魚が浮き上がるなどのケースがあ
るのは、地震が発生する予兆であると観測がさ
れている。

1923年9月の関東大震災では、大砲のような
大音響があり、大島の噴火が夜中にことさら目
立っていたと記録されている。　　　　　　　
　

1975年中国の海城で、Ｍ7.3の地震が発生し
たが、中国国家地震局が宏観異常現象として、
動物の異常行動のデーターを集め、予知に成功
し被害を最小限に止めることができている。

しかし、翌年の唐山地震では理由は不明だが
予知は失敗し、24万人以上の犠牲者を出し、
1944年のカリフォルニアでは、犬が突然意味も
無く吠え、猫は異常に臆病になり、鳥はカゴの
中でこれも異常に飛び回っていたのが観測され
ている。

また、1999年のギリシャ、トルコの地震時に
も、同現象が起きていたとの報告があった。

1993年５月静岡県伊東市の群発地震では、

熱川バナナ・ワニ園のワニが騒ぐ、源泉温度が
上昇したと観測されている。

同年7月の北海道奥尻島地震では、多くのネ
ズミ、ヘビが出現する等の異常が見られた。　

1995年1月17日6 ,000人以上の犠牲者を出し
た、Ｍ7.2の阪神大震災では、
①神戸市西区にある家の周辺から、カラスが2
週間ほど前から居なくなった。
②Ｓ水族館のイルカが、水中から逃げようとす
る等の異常行動があった。
③明石海峡大橋付近海域では、小魚の死骸が多
く浮き上がった。
④1ヶ月前の徳島県南部では、イカの記録的大
漁があった。
⑤神戸市立O動物園では、2～3日前にアシカ
が異常行動（地電流を、人は20V/1ｍ程度で反
応するが、アシカは、0.5V/1mでも敏感に反
応するためと思われる）を、起こしていたのを
館長が確認している等、多くの異常現象が報告
されている。

そして、地震後にＫ市獣医師会に、「動物の
地震予知について、何か感じることはあった
か」のアンケート調査を実施した結果、
①鳥が一晩中鳴いていた。
②犬が吠えたり、鳴いていたりしていた。
③犬が、地震前夜は寝ていなかったり、暴れた
りして行動が普通ではなかった。
④猫は怯えて、押入れから出なかった。
⑤普段おとなしい猫が、地震発生の数時間前に
暴れだした等の回答があった。

そのなかで、地震の2日前から犬の動きがお
かしいので、地震が来ると思い地震に備えた人
がいた、との報告がされている。

また、「地震の後」のアンケートでは、①余
震に怯える犬が多かった。②犬猫のストレスが
原因と思われる、食欲不振、下痢、嘔吐、精神
不安定等の症状が目立った等の動物診断がされ
た。

宏観異常現象観測で地震予知ができるか
動物の地震予知 ２

宏観異常現象観測で地震予知ができるか
動物の地震予知 ２

三好  一郎 
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～宇宙からの降臨～
私が撮影した写真画像に音楽を合わせた動

画を作りました。この動画を見ながら他の事を
考えず、今ここにいる自分と向き合う（マイン
ドフルネス）に最適です。ダイジェスト版が
YouTubeで見られます。本編は全部で約33分
のDVDとして制作中です。

【ショートバージョン】
月とオーブの宴　
アヴェ・マリアとラ・ムーにのせて
https://youtu.be/LT0QHiaj6u4

【ショートバージョン】
シリウスからのサイン
https://youtu.be/wUKf1zKRNsA

【ダイジェスト版】
月と星と太陽　ガイド　ミドリちゃん
https://youtu.be/Slav3Q7bHd8

【ダイジェスト版】
十字神光輪
https://youtu.be/eMUmk8fltbA



昔も今も「ガン」イコール「死」と思っている
方々がいます。本人も家族も恐怖と不安でいっ
ぱいになり、手術までの待つ時間、又その後の
どうして行けば良いのかを家族共々暗い苦しい
日々を送る事になります。

人には、いろいろな生活の仕方があり、違い
があります。病気も様々な種類があり、最悪は
悪性腫瘍と言われるガンです。

ステージが伝えられ、中には生存率まで、余
命宣告を本人が受ける時代になりました。

私も能力者の一人として、様々なガンと向き
合ってきました。この3年、コロナ感染による仕
事、家族、人の付き合い方等を含め、今までと
は違う環境があります。ストレスが本人、まわ
りに意識する、しないにかかわらず、いろいろな
形で心や身体を蝕んでいる事は避けられません。

ガンになったら、戸惑いと不安と恐怖の思い
のどん底から抜け出し、生き抜く為の実例を挙
げながら、共に寄り添っていく為の氣エナジー
ヒーリングセラピーをここにお伝えします。

私、本人が14年前、4cmの卵巣ガンになり、
緊急手術を告げられました。その時に、Ｓ状結腸
ガンもわかり、一ケ月半で、二つの大きなガン
手術を受けました。腫瘍は有りますので、切除
手術を受け、悪性卵巣ガンは消えていたのです。
抗がん剤を出されましたが、飲まずにいました。
Ｓ状結腸ガンも回復が早く、今日に至ります。

最近の実例です。つばたさとみさん（現48歳）
2017年悪性胸腺腫という病気で、開胸手術で
す。術前に備える為のセラピーを神氣をいただ
かせていただき、家族一丸となり、出来る事を
しっかりするというチームになり頑張りました。

術後、抗がん剤治療により髪は全部抜け落ち
ましたが、その他の副作用がほぼなく、本人も
担当医も驚いていて、これならと一番レベルの
強い抗がん剤治療まで進めて行う事ができまし
た。富山大学付属病院（旧富山医科薬科大学）
抗がん剤治療の研究に熱心に取り組んでいた先
生でした。現在、5年経ち元氣です。

実例、佐藤早苗さん（現56歳）卵巣ガン10cm。
2021年7月1日手術。手術まで私のセラピー2
度受ける事ができました。家族一丸となり、オ
イルセラピーを行い、また今できる事（水、ミ
ネラル、サプリメントを取り入れ）はしていた
だきました。静岡県立がんセンターにて、手術
中、迅速診断に迫られる。良悪性の判断。私の
考えは、細胞の変異が起きたと思います。医者
からは、稀な腫瘍という判断。ただし手術は、
悪性に準じた治療、子宮、左右の卵巣、他全摘
出。一年が過ぎ、元気で富士宮から二か月に一
度セラピーに通っています。

氣エナジーヒーリングセラピー
神氣降臨
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